グローバルCOE「生存学」創成拠点　国際プログラム
2007/05/27
於：研究空間スユ+ノモ（南山、韓国）


「比較政策史」の分析から新たな環境政策の展開へ
森下直紀（立命館大学博士課程）

　1970年代頃に興隆した近代社会を批判的に議論するカウンター・カルチャーの言説において、人間と自然の関係を問い直す動きが広がった。その結果、人間中心主義的な考えを改め、生態系中心主義や人間非中心主義を標榜する、ディープ・エコロジーや環境正義といった考えが広く需要された。その後現代に至るまで、環境思想と呼ばれる思潮は多岐に細分化されるが、それらに根源的に基礎づいている自然に対する考え方には「保全」と「保存」という対立的な思潮が存在している。
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ダイコトミーへの批判
　「保全」と「保存」というダイコトミー (二分法) については、様々な定義づけがなされてきたが、ジョン・パスモアは1974年の『自然に関する人間の責任』においてこれに簡潔な定義を与えた。パスモアにとっての「保全」とは、最終的に人間の将来の消費のために天然資源を保護するということであり、「保存」は生物の特定の種や原生自然を、損傷や破壊から人間の活動を規制してでも保護しようという考えのことであった。パスモアはディープ・エコロジーで言うところの、「シャロー・エコロジー」と「ディープ・エコロジー」を最も簡潔な形で「保全」と「保存」というダイコトミーに対応させた。とはいえ、自身を「シャロー･エコ哲学者」と標榜することもあれば、いわゆるディープな議論を展開することもあると告白していることから (Passmore, 1980: viii)、このダイコトミーという固定した図式には批判的であると考えられる。

　このダイコトミーが環境思想の記述に見られるのは、欧米では60年代頃、日本では70年代後半からである。ダイコトミーが発生した歴史的事例としてまず挙げられるのは、アメリカ合衆国ヨセミテ国立公園の水源開発事例である、ヘッチ・ヘッチィ論争の他ならない。
　「保全」と「保存」という環境思想の本質的なダイコトミーが当時議論されていたのか、されていたとすればどのような対立であったのか、これを検討するために、史料を用いてこの論争の分析をおこなった。
環境史によるシャロー・エコロジーの再検討
私は、以上の研究の背景と問題点に関する事前研究を元に、連邦議会図書館及び国立公文書館、そしてカリフォルニア大学において文献調査をおこなった。その結果、アメリカ合衆国では18世紀から急激な西部開発にともなう資源の枯渇と自然景観の破壊が危惧されてきたことから、最初の国立公園であるイエローストーン国立公園(1872)が誕生し、ニューヨークの水源地帯であるアディロンダックやナイアガラの滝の利水目的での使用を制限する運動などが展開され始めていたことが明らかになった。この動きに同調するように、中央政府においても資源保護の目的で国有林(1897)が制度化されていった。それぞれの運動は現在で言うところの、資源及び景観の持続可能性を担保するための運動であった。
また、「ディープ・エコロジー」の主張を現代社会において実現するためには、政策議論上の課題へと位置づけなおす必要があり、その過程においてよりディープな思潮は排斥せざるを得ないことから「ディープ・エコロジー」には、「シャロー」と呼ぶ体系への回帰が発生することへの批判がある。しかし、「ディープ･エコロジー」の究極の目的は「環境問題を生み出す社会の構造そのものに対する変化を求める点」であり、1973年のアルネ・ネスによる「ディープ・エコロジー」表明以降、一般の環境問題への認識を変化せしめた点で評価されるべきである。
しかし、「ディープ・エコロジー」もその究極の目的はいまだに達成できていない。したがって、再び「シャロー・エコロジー」が成すべきこと、成しえることを考察しておくことは無駄ではない。それどころか、昨今の「里山」論や社会的リンク論 (鬼頭、1996) など、「シャロー・エコロジー」の文脈において、ダイコトミーを克服する伝統的な考えが台頭し、それは環境プラグマティズム (Hickman、Parker) という異なる形で、洋の東西を問わず同時代的に論じられている。したがって、「シャロー」と見なされたヘッチ・ヘッチィ論争へと帰結する保全運動史を概観することで、自然の保護がどのように政治的な議論となってきたのかを明らかにすることを研究目的として、取り組んできた。

今後は、保全運動がどのように現在の自然保護制度を形成してきたのかを日米双方の政策史を比較検討しながら、新しい「シャロー」としての「里山」や環境プラグマティズムの思潮とどのように接合するのか、これを明らかにしていきたい。
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